
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　裏面シートと、液透過性の表面シートと、前記裏面シートと前記表面シートとの間に位
置して液吸収能力を有する吸収層とが設けられ、前記吸収層が設けられた領域の少なくと
も一部が受液領域とされた生理用ナプキンにおいて、
　前記受液領域には、親水性材料で形成され前後方向に縦長に連続する隆起部が設けられ
ており、前記隆起部は、膣口に当たる前方領域と、臀部に当接する後方領域とを有してお
り、
　前記前方領域と前記後方領域とを同じ圧力で押圧したときの押圧表面の沈み量が、前記
前方領域よりも前記後方領域で大き
　

ことを特徴とする生理用ナプキン。
【請求項２】
　乾燥状態において、前記前方領域と後方領域を３．４３ｋＰａの圧力で押圧したときの
沈み量は、前記前方領域が３ｍｍ以上で、前記後方領域が５ｍｍ以上である請求項１記載
の生理用ナプキン。
【請求項３】
　前記前方領域での前記吸収速度が１０秒以下であり、前記後方領域での前記吸収速度が
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６０秒以下である請求項 記載の生理用ナプキン。
【請求項４】
　前記受液領域の前記隆起部が形成されていない周辺領域から前記前方領域の表面までの
高さ寸法よりも、前記周辺領域から前記後方領域の表面までの高さ寸法の方が大きい請求
項１ないし のいずれかに記載の生理用ナプキン。
【請求項５】
　前記周辺領域から前記後方領域の表面までの高さ寸法が、前記周辺領域から前記前方領
域の表面までの高さ寸法の１．５倍以下である請求項 記載の生理用ナプキン。
【請求項６】
　前記受液領域の前記隆起部が形成されていない周辺領域から前記前方領域の表面までの
高さ寸法と、前記周辺領域から前記後方領域の表面までの高さ寸法とが同じである請求項
１ないし のいずれかに記載の生理用ナプキン。
【請求項７】
　前記周辺領域から前記前方領域の表面までの高さ寸法、および前記周辺領域から前記後
方領域の表面までの高さ寸法が、共に５～２０ｍｍの範囲内である請求項 のい
ずれかに記載の生理用ナプキン。
【請求項８】
　前記隆起部は、前記前方領域と前記後方領域とで同じ幅寸法であり、前記周辺領域から
前記隆起部の表面までの高さ寸法の１／２の部分における前記隆起部の幅寸法が、５～８
０ｍｍの範囲内である請求項１ないし のいずれかに記載の生理用ナプキン。
【請求項９】
　前記前方領域または前記後方領域に模擬体液を１０ｃｃ／分の供給速度で１０ｃｃ与え
、前記模擬体液を与えた後１分経過後に、前記前方領域または前記後方領域の全域を覆う
平面によって３．４３ｋＰａの圧力を１時間与え、前記圧力を除去した後の１分経過後の
前記前方領域と前記後方領域の嵩の回復率が５０％以上である請求項１ないし のいずれ
かに記載の生理用ナプキン。
【請求項１０】
　テーパこわさ試験機に、乾燥状態のナプキンの前記隆起部が形成されている領域の前端
部と後端部を挟持し、ＪＩＳ　Ｐ８１２５に基づいて測定したこわさが０．５～４．０ｍ
Ｎ・ｍの範囲内である請求項１ないし のいずれかに記載の生理用ナプキン。
【請求項１１】
　前記テーパこわさ試験機によって、乾燥状態のナプキンの隆起部の前記後方領域のみを
測定したときのこわさに対して、前記前方領域のみを測定したときのこわさが１．０倍を
越え、２．０倍以下である請求項 記載の生理用ナプキン。
【請求項１２】
　前記隆起部の両側に縦方向に延びる防漏壁が設けられており、前記防漏壁の後端部は、
前記隆起部の後端部よりも後方に位置している請求項１ないし のいずれかに記載の生
理用ナプキン。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、生理用ナプキンに係り、身体へのフィット性に優れ、臀部方向へ経血の漏れを
防止できる効果の高い生理用ナプキンに関する。
【０００２】
【従来の技術】
生理中の女性が生理用ナプキンを装着したまま就寝したときに、経血が装着者の臀部の溝
に伝わって後方へ漏れる心配がある。特に、仰向けに就寝しているときに、経血が重力に
よって臀部の溝に沿って後方へ流れやすく、前記後方への漏れが生じやすい。
【０００３】
前記就寝時の後方への経血の漏れの対策を施した生理用ナプキンとして、後方部分を臀部
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の溝に密着させやすくしたものがある。
【０００４】
例えば、特許第２７８４０１６号の特許掲載公報には、生理用ナプキンとして使用される
吸収性物品において、受液領域の後方部分に設けられた弾性体を柔軟なものにして臀部の
溝に密着させやすくしたものが開示されている。
【０００５】
また、特開２０００－１８９４５６号公報には、生理用ナプキンとして使用される吸収性
物品の吸収層に第１の隆起部と第２の隆起部が設けられたものが開示されている。この吸
収性物品は、第１の隆起部を身体の排泄部に密着させ、第２の隆起部を臀部に密着させよ
うとしているものであり、さらに、前記第１の隆起部と第２の隆起部の間に前記両隆起部
よりも剛性の低い可撓性領域を形成して、前記第１の隆起部と前記第２の隆起部が身体に
フィットするように吸収性物品を変形させようとしている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、前記特許第２７８４０１６号の特許掲載公報に開示された吸収性物品では、後方
において弾性体を臀部の溝に密着させる対策を施しているのみであり、膣口およびその周
辺に対する吸収性物品の密着性の対策がなされていない。そのため、仰向けの就寝時など
において膣口から排泄された経血が直接に臀部の溝を伝わって背中側へ移動しやすい。し
かし、肛門から後方に延びる臀部の溝は深いために、膣口から後方へ流れる経血が前記溝
に集中すると、前記後方に設けられた弾性体のみの対策で前記経血の後ろ漏れを確実に防
止することはきわめて難しい。
【０００７】
次に、特開２０００－１８９４５６号公報に開示された吸収性物品では、前方に位置する
第１の隆起部を排泄部に密着させることにより、就寝時などに後方へ流れ出る経血の量を
減らすことが可能である。しかし、第１の隆起部と第２の隆起部との間に可撓性領域が形
成されているため、就寝中に身体が動いたときなどにおいて、前記可撓性領域の部分で、
吸収性物品が折れ曲がりやすい。その結果、第１の隆起部と第２の隆起部が身体から離れ
たり、または排泄部および臀部の溝から外れるおそれがある。また、可撓性領域が身体か
ら離れやすいため、第１の隆起部で阻止しきれなかった経血が、前記可撓性領域において
横漏れする心配もある。
【０００８】
本発明は上記従来の課題を解決するものであり、受液領域を膣口およびその周辺、ならび
に臀部の溝に密着させやすくして、後方への経血の漏れを有効に防止できる生理用ナプキ
ンを提供することを目的としている。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、裏面シートと、液透過性の表面シートと、前記裏面シートと前記表面シート
との間に位置して液吸収能力を有する吸収層とが設けられ、前記吸収層が設けられた領域
の少なくとも一部が受液領域とされた生理用ナプキンにおいて、
　前記受液領域には、親水性材料で形成され前後方向に縦長に連続する隆起部が設けられ
ており、前記隆起部は、膣口に当たる前方領域と、臀部に当接する後方領域とを有してお
り、
　前記前方領域と前記後方領域とを同じ圧力で押圧したときの押圧表面の沈み量が、前記
前方領域よりも前記後方領域で大き
　

ことを特徴とするものである。
【００１０】
前記隆起部は、前記表面シートと前記吸収層との間に介在している。または、前記表面シ
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ートの表面に前記隆起部が設置された構造であってもよい。
【００１１】
本発明では、受液領域に、縦長に延びる隆起部が設けられているため、前記隆起部が膣口
と肛門を経てさらに臀部の溝に沿って当たる。よって、膣口から排泄される経血を膣口付
近において隆起部で吸収して吸収層へ伝えることができる。そして、膣口周辺で吸収しき
れずに臀部の溝に沿って後方へ流れようとする経血を、縦長の隆起部において効果的に捉
えることができる。特に、隆起部の前方領域よりも後方領域を変形しやすい構造にしたこ
とにより、隆起部の後方領域が臀部の溝内に入り込みやすくなり、臀部の溝に沿って流れ
ようとする経血を隆起部の後方領域で効果的に捉えることができる。
【００１２】
また縦長の隆起部を設けることにより、膣口から臀部を覆う部分で生理用ナプキンの剛性
（こわさ（ stiffness））を高めることができ、前記膣口から臀部を覆う部分で生理用ナ
プキンが不用意に折れ曲がったり縒れることがなく、隆起部と身体との密着性を常に維持
することが可能である。
【００１３】
例えば、乾燥状態において、前記前方領域と後方領域を３．４３ｋＰａの圧力で押圧した
ときの沈み量は、前記前方領域が３ｍｍ以上で、前記後方領域が５ｍｍ以上であることが
好ましい。
【００１４】
前記のように、所定圧力で押圧したときの沈み量を後方領域において大きくし、また沈み
量を前記範囲内にすると、隆起部の後方領域が変形して臀部の溝内に入りやすくなる。ま
た、前方領域は後方領域に比べて沈み量の少ないやや剛性の高いものとなるが、前方領域
の沈み量を前記範囲にすると、臀部に比べて凹凸の小さい膣口およびその周囲に前記前方
領域を充分に密着させることができる。また前方領域の剛性をやや高めると、前方領域に
おいて繊維密度が高くなるため、前方領域では繊維間の毛細管作用により経血の吸収速度
を速くでき、よって隆起部を伝わって後方へ流れる経血の量を少なくできる。
【００１７】
　 経血の吸収速度が前記範囲である 、隆起部の前方領域で経血を効果的に吸収
でき、臀部の溝にフィットしやすい後方領域においても経血の後方への流れ出しを止める
効果を高くできる。
【００１８】
また、前記受液領域の前記隆起部が形成されていない周辺領域から前記前方領域の表面ま
での高さ寸法よりも、前記周辺領域から前記後方領域の表面までの高さ寸法の方が大きい
ものであってもよい。
【００１９】
このように後方領域を高くしておくと、この後方領域が臀部の溝内に入り込みやすくなり
、経血が臀部の溝を伝わって後方へ漏れるのを防止しやすい。
【００２０】
この場合に、前記周辺領域から前記後方領域の表面までの高さ寸法が、前記周辺領域から
前記前方領域の表面までの高さ寸法の１．５倍以下であることが好ましい。
【００２１】
高さの差が１．５倍以下であると、後方領域が臀部の溝内に入ったときに前記溝内に違和
感を生じにくくなる。
【００２２】
ただし、前記受液領域の前記隆起部が形成されていない周辺領域から前記前方領域の表面
までの高さ寸法と、前記周辺領域から前記後方領域の表面までの高さ寸法とが同じであっ
てもよい。
【００２３】
また、前記周辺領域から前記前方領域の表面までの高さ寸法、および前記周辺領域から前
記後方領域の表面までの高さ寸法が、共に５～２０ｍｍの範囲内であることが好ましい。
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【００２４】
前記範囲内であれば、下着のクロッチ部の内側に生理用ナプキンを装着した状態で、前記
隆起部の表面が膣口、肛門および臀部の溝内から離れにくくなる。
【００２５】
また、前記隆起部は、前記前方領域と前記後方領域とで同じ幅寸法であり、前記周辺領域
から前記隆起部の表面までの高さ寸法の１／２の部分における前記隆起部の幅寸法が、５
～８０ｍｍの範囲内であることが好ましい。
【００２６】
前記範囲内であると、隆起部が膣口、肛門および臀部の溝内に密着でき、また体を動かし
たときに違和感を生じにくくなる。
【００２７】
また、前記前方領域または前記後方領域に模擬体液を１０ｃｃ／分の供給速度で１０ｃｃ
与え、前記模擬体液を与えた後１分経過後に、前記前方領域または前記後方領域の全域を
覆う平面によって３．４３ｋＰａの圧力を１時間与え、前記圧力を除去した後の１分経過
後の前記前方領域と前記後方領域の嵩の回復率が５０％以上であることが好ましい。
【００２８】
圧縮回復率が前記範囲内であると、隆起部に経血が与えられた湿潤状態において、前方領
域が膣口周辺の凹凸に追従して変形しやすく、また後方領域は臀部の溝に入るように変形
しやすくなる。
【００２９】
また、テーパこわさ試験機に、乾燥状態のナプキンの前記隆起部が形成されている領域の
前端部と後端部を挟持し、ＪＩＳ　Ｐ８１２５に基づいて測定したこわさが０．５～４．
０ｍＮ・ｍの範囲内であることが好ましく、さらには前記テーパこわさ試験機によって、
乾燥状態のナプキンの隆起部の前記後方領域のみを測定したときのこわさに対して、前記
前方領域のみを測定したときのこわさが１．０倍を越え、２．０倍以下であることが好ま
しい。
【００３０】
隆起部のこわさが前記範囲内であると、隆起部が身体に沿って変形でき、また装着中に隆
起部が身体から離れにくくなる。
【００３１】
さらに、前記隆起部の両側に縦方向に延びる防漏壁が設けられており、前記防漏壁の後端
部は、前記隆起部の後端部よりも後方に位置していることが好ましい。
【００３２】
このように構成されていると、万一隆起部の後端部から後方へ経血が漏れたとしても、両
側に位置する防漏壁により経血の横漏れを防止できる。
【００３３】
【発明の実施の形態】
図１は本発明の吸収性物品の第１の実施の形態として生理用ナプキンを示す平面図、図２
は図１に示す生理用ナプキンのＩＩ－ＩＩ矢視の断面図、図３は図１に示す生理用ナプキ
ンを幅方向を二分して前後方向（縦方向）に延びる中心線Ｏで切断したＩＩＩ－ＩＩＩ矢
視の断面図である。
【００３４】
図１ないし図３に示す生理用ナプキン１は、生理中の女性が下着のクロッチ部の内面に装
着して使用するものであり、図示する生理用ナプキン１は、特に就寝中に使用するのに好
適である。
【００３５】
図１に示す生理用ナプキン１の平面形状は、ほぼ円弧形状の前縁部２および同じく円弧形
状の後縁部３を有しており、前縁部２よりも後縁部３の方が幅方向（Ｘ方向）の長さ寸法
が長くなっている。左側縁部４と右側縁部５は、曲線を描く形状であり、左側縁部４と右
側縁部５との距離すなわち生理用ナプキン１の幅寸法は、装着者の主に股間部に当てられ
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る前縁部２側よりも、主に臀部に当てられる後縁部３側が大きく広がる形状である。
【００３６】
生理用ナプキン１を前後縦方向を二分する中心よりも前記前縁部２に片寄った位置におい
て、左側縁部４と右側縁部５は、幅方向（Ｘ方向）の両側に突出し、この突出した部分に
ウイング部６および７が形成されている。
【００３７】
図２と図３の断面図に示すように、この生理用ナプキン１には、液不透過性の裏面シート
１１と、液透過性の表面シート１２が設けられている。前記裏面シート１１と前記表面シ
ート１２は共に、前記生理用ナプキン１の形状と同じ形状、すなわち前縁部２、後縁部３
、左側縁部４および右側縁部５を有し、さらに前記ウイング部６およびウイング部７を形
成する形状である。
【００３８】
図２と図３に示すように、前記裏面シート１１の上には吸収層１３が設けられている。こ
の吸収層１３は所定の厚みを有しており、図１において破線で示しているように、前縁部
２ａ、後縁部３ａ、左側縁部４ａおよび右側縁部５ａを有する形状である。前記吸収層１
３の前記前縁部２ａと後縁部３ａは、生理用ナプキン１の前縁部２および後縁部３よりも
３～１０ｍｍの幅を開けて内側に位置しており、前記前縁部２ａと後縁部３ａは、前記前
縁部２および後縁部３と相似形状である。吸収層１３の左側縁部４ａと右側縁部５ａは、
生理用ナプキン１の前記左側縁部４および右側縁部５の前記ウイング部６，７を除いた部
分と相似形状であり、前記左側縁部４および右側縁部５よりも３～１０ｍｍの幅を開けて
内側に位置している。そして、吸収層１３の前記前縁部２ａ、後縁部３ａ、左側縁部４ａ
および右側縁部５ａよりも外側の領域では、前記裏面シート１１と前記表面シート１２と
がホットメルト接着剤などで接着されている。
【００３９】
生理用ナプキン１を幅方向に二分して前後方向に延びる中心線をＯとしたときに、前記表
面シート１２の表面には、前記中心線Ｏの左右両側に前記中心線Ｏと等間隔を開けて一対
の防漏壁１５と１６が設けられている。この生理用ナプキン１では、前記吸収層１３が設
けられている領域で且つ防漏壁１５と１６とで挟まれた間隔Ｗ０で示す範囲が受液領域１
７である。
【００４０】
前記受液領域１７内には、前後方向に延びる縦長の隆起部２０が設けられている。前記隆
起部２０は前後方向の寸法がＬ１であり、幅寸法がＷ１である。隆起部２０は、前後方向
の長さ寸法がＬ２の前方領域２１と、前後方向の長さ寸法がＬ３の後方領域２２とに区分
される。図３に示すように、前記受液領域１７の前記隆起部２０が形成されていない部分
を周辺領域１７ａとしたときに、前記周辺領域１７ａから前方領域２１の表面までの高さ
寸法がＨ１であり、前記周辺領域１７ａから前記後方領域２２の表面までの高さ寸法がＨ
２である。
【００４１】
ここで前記前後方向の長さ寸法Ｌ１，Ｌ２，Ｌ３および幅寸法Ｗ１の測定に関して、隆起
部２０の周縁部を前記寸法の起点とするときには、図２に示すように、前記高さ寸法Ｈ１
またはＨ２の１／２の高さの位置を前記各寸法の起点とする。
【００４２】
図３に示すように、前記隆起部２０は、前方領域２１に、前記吸収層１３と前記表面シー
ト１２との間に挟まれた第１の親水性材料層２３が設けられており、前記後方領域２２に
、前記吸収層１３と前記表面シート１２との間に挟まれた第２の親水性材料層２４が設け
られている。前記第１の親水性材料層２３と第２の親水性材料層２４は、前記吸収層１３
よりも圧縮した沈み量が大きく、また圧縮後の回復率が高いクッション層となっている。
【００４３】
前記隆起部２０と前記周辺領域１７ａとの境界部には、前記隆起部２０を囲む圧搾溝２５
が形成されている。この圧搾溝２５では、前記表面シート１２および前記吸収層１３が加
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熱されて加圧されており、吸収層１３が押し潰され、押し潰された部分の表面において表
面シート１２が凹状となっている。
【００４４】
前記防漏壁１５と１６は、前後方向に長い帯状の疎水性シート１８が２枚重ね状態に折り
畳たまれ、その内部に前後方向に延びる多数の弾性部材１９が挟まれて接着されて構成さ
れている。生理用ナプキン１の前後方向の中間領域では、２枚重ね状態に折られた前記疎
水性シート１８が前記表面シート１２の表面に接合されて、前後方向に延びる防漏壁１５
と１６の立ち上り基端部１５ｃ，１６ｃが形成されている。そして、疎水性シート１８の
折り線の部分が前記防漏壁１５と１６の自由端１５ｄ，１６ｄとなっている。
【００４５】
生理用ナプキン１の前方部分と後方部分では、前記疎水性シート１８が２枚重ねに折られ
た平坦な状態で、表面シート１２の表面に接着されている。前記弾性部材１９は前後方向
へ伸ばされた状態で前記疎水性シート１８に接合されている。よって前記弾性部材１９の
弾性収縮力によって、前記生理用ナプキン１が湾曲しており、その結果、生理用ナプキン
１の前後方向の中間領域では、前記防漏壁１５，１６の自由端１５ｄ，１６ｄが、表面シ
ート１２から離れるように立ち上がっている。
【００４６】
前記裏面シート１１は、液不透過性で且つ透湿性の樹脂フィルム、または不織布、あるい
は前記樹脂フィルムと前記不織布との積層体などで形成されている。前記吸収層１３は、
粉砕パルプとＳＡＰ（高吸収性ポリマー）とが混合されたもので、さらに液透過性の紙で
包まれたもの、またはバインダー処理でシート化されたエアレイドパルプ、ポリマーシー
ト、吸収紙、あるいはコットンリンターパルプなどで形成されている。
【００４７】
第１の親水性材料層２３と第２の親水性材料層２４は、前記のようにクッション性を有す
るものであり、例えば親水性で吸収層１３へ液を透過させることが可能な三次元骨格を有
する材料で形成されており、その例としては内部に連続気泡が形成されたポリウレタン、
ポリエチレン、ポリビニルアルコールなどの樹脂材料で形成された発泡樹脂を挙げること
ができる。
【００４８】
あるいは、前記第１の親水性材料層２３と第２の親水性材料層２４は、親水処理された熱
融着可能な合成繊維を熱風で融着させたスルーエアー法で形成された不織布である。この
場合の合成繊維はＰＥ（ポリエチレン）繊維、ＰＥＴ（ポリエステル繊維）、ＰＥとＰＰ
（ポリプロピレン）の複合合成繊維、ＰＥとＰＥＴの複合合成繊維などである。あるいは
、レーヨンなどの親水性繊維および／または親水処理された合成繊維がニードルパンチ法
で交絡させられた不織布や前記合成繊維からスパンボンド法で形成された不織布の積層体
であってもよい。または、親水処理された合成繊維や前記親水性繊維が互いに融着などさ
れることなく積層された繊維ウエッブであってもよい。
【００４９】
前記第１の親水性材料層２３と第２の親水性材料層２４とでは、第１の親水性材料層２３
の方が密度が高く、よって第１の親水性材料層２３よりも第２の親水性材料層２４の方が
圧縮したときの沈み量が大きく、また圧縮後の回復率が高くなっている。また、吸収層１
３は第１の親水性材料層２３および第２の親水性材料層２４よりも密度が高く、両親水性
材料層２３，２４よりも、圧縮したときの沈み量が小さく、また圧縮後の回復率も低くな
っている。
【００５０】
前記表面シート１２は液透過性であり、親水性繊維または親水処理された合成繊維で形成
された不織布または開孔不織布などである。または、前記表面シート１２が、多数の開孔
が形成されたポリオレフィン系の樹脂フィルムであり、表面が親水処理されたものであっ
てもよい。
【００５１】
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また前記表面シート１２は、面方向へ伸縮して拡張できる性質であることが好ましい。こ
の性質を発揮する前記表面シート１２としては、前記開孔を有する樹脂フィルム、網目状
の樹脂フィルム、伸縮性の不織布、不織布や樹脂フィルムにエンボス加工を施したものな
どである。前記表面シート１２が面方向へ１１０％～１５０％の範囲で伸びる性質を有し
ていると、隆起部２０の前方領域２１および後方領域２２が装着者の肌に圧接したときに
、クッション層である第１の親水性材料層２３および第２の親水性材料層２４と共に表面
シート１２が柔軟に変形でき、前記前方領域２１と後方領域２２が装着者の身体の凹凸形
状に追従して変形しやすくなる。
【００５２】
また、前記裏面シート１１の外表面には、前記中心線Ｏの領域に、第１の感圧接着剤の層
が形成されている。また前記ウイング部６と７の裏面においても前記裏面シート１１の外
面に第２の感圧接着剤の層が形成されている。
【００５３】
この生理用ナプキン１は、下着のクロッチ部の内面に、前記第１の感圧接着剤の層を介し
て固着され、さらに前記ウイング部６と７が前記クロッチ部の側縁部からクロッチ部の外
面に折り曲げられて、前記第２の感圧接着剤の層を介して固着されて使用される。
【００５４】
生理用ナプキン１が身体に装着された状態では、受液領域１７が凹形状に変形した状態で
身体に密着する。また、隆起部２０は膣口および陰唇の部分に密着し、さらに会陰部から
肛門を経て、臀部の溝に密着する。このとき、隆起部２０の前方領域２１が膣口と陰唇お
よび周囲に密着し、後方領域２２が臀部の溝内に密着する。前記隆起部２０の前方領域２
１は、クッション性の第１の親水性材料層２３を有しているため、前記前方領域２１は膣
口および陰唇の凹凸形状に追従して変形した状態で密着する。
【００５５】
前記後方領域２２は、前方領域２１よりも圧縮したときの沈み量が大きく、また圧縮後の
回復率が高いため、後方領域２２は、臀部の深い溝に柔軟に追従するように変形でき、後
方領域２２が臀部の前記溝内に密着できる。一方、前方領域２１は前記後方領域２２より
も圧縮したときの沈み量が小さいが、膣口および陰唇さらにその周囲領域の比較的小さい
凹凸形状には追従して変形することが可能であり、よって前方領域２１は、前記膣口およ
び陰唇さらにその周囲領域に確実に密着できる。
【００５６】
また、前記隆起部２０は前後方向に縦長形状であるため、隆起部２０が設けられている範
囲の全域において生理用ナプキン１が比較的高い剛性（こわさ）を有している。この比較
的剛性の高い領域が膣口周辺から臀部の溝にかけて身体に当るため、生理用ナプキン１が
、膣口と臀部の溝との間でＶ字形状に折り曲がったり縒れたりしにくくなり、受液領域１
７および前記隆起部２０が身体から離れにくくなり、膣口から臀部の溝にかけて確実に密
着できるようになる。
【００５７】
装着者が仰向けに就寝した状態で、膣口から排出される経血は隆起部２０の前方領域２１
で受け止められる。前記前方領域２１には密度の高い第１の親水性材料層２３が設けられ
ているため、親水性材料層２３の毛細管作用により経血が速い速度で吸収されて吸収層１
３に与えられ、吸収層１３で保持される。さらに重力で後方に流れる経血は隆起部２０を
伝わりながら吸収体１３に吸収されていく。そして臀部の深い溝に流れた経血は前記溝に
密着する隆起部２０の後方領域２２で留められる。さらに隆起部２０の後端部から後方へ
経血が流れ出たときには、隆起部の後方の受液領域１７において吸収層１３によって吸収
される。さらに横方向へ漏れようとする経血は両側部に位置する防漏壁１５および１６に
よって止められ、経血の横漏れが阻止される。
【００５８】
就寝用の使用に適した生理用ナプキン１の前縁部２から後縁部３までの全長寸法Ｌ０は２
００～３５０ｍｍである。前記隆起部２０の前端部２７から後端部２８までの前後方向（
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縦方向）の長さ寸法Ｌ１は７０～３００ｍｍの範囲内であることが好ましい。７０ｍｍ未
満であると、前方領域２１が膣口およびその周辺に当たった状態で後方領域２２を会陰部
または肛門付近に当てることができなくなる。さらに後方領域２２を臀部の溝内に確実に
密着させるためには、前記寸法Ｌ１は１５０ｍｍ以上であることが好ましい。また前記寸
法Ｌ１が３００ｍｍを越えると、後端部２８が尾てい骨を越えて身体に当たることになり
、装着者が異物感を生じやすくなる。前記異物感を生じにくくするには前記寸法Ｌ１が２
８０ｍｍ以下であることがさらに好ましい。
【００５９】
また、前記隆起部２０での前方領域２１の長さ寸法Ｌ２と後方領域２２の長さ寸法Ｌ３と
の比であるが、寸法Ｌ２：寸法Ｌ３は、４０～７０％：６０～３０％が好ましい。また、
前記前方領域２１の長さ寸法Ｌ２が前記後方領域２２の長さ寸法Ｌ３よりも長いことが好
ましい。前方領域２１の第１の親水性材料層２３は後方領域２２の第２の親水性材料層２
４よりも液吸収速度が速いため、前方領域２１の長さ寸法Ｌ２を長くしておくことで、臀
部の方向へ流れようとする経血を隆起部２０で吸収する確率を高くできる。
【００６０】
また、隆起部２０の幅寸法Ｗ１は前方領域２１と後方領域２２とで同じであり、前記幅寸
法Ｗ１は５～８０ｍｍの範囲内であることが好ましい。なお前記範囲内において、前方領
域２１の幅寸法と後方領域２２の幅寸法が相違していてもよい。幅寸法Ｗ１が５ｍｍ未満
であると膣口から排出される経血を、隆起部２０で捕捉することが難しい。さらに隆起部
２０の前方領域２１が膣口および陰唇ならびにその周囲部分に確実に密着するためには、
前記幅寸法Ｗ１が２０ｍｍ以上であることがさらに好ましい。また前記幅寸法Ｗ１が８０
ｍｍを越えると、身体の股間幅よりも広くなって異物感を生じやすくなる。よって前記幅
寸法Ｗ１は６０ｍｍ以下であることがさらに好ましい。
【００６１】
図３に示すように、第１の実施の形態の生理用ナプキン１では、前記受液領域１７の周辺
領域１７ａの表面から、隆起部２０の前方領域２１の表面までの高さ寸法Ｈ１よりも、前
記周辺領域１７ａの表面から後方領域２２の表面までの高さ寸法Ｈ２の方が大きくなって
いる。前記前方領域２１の第１の親水性材料層２３は、柔軟性よりも液吸収速度を優先し
、後方領域２２の第２の親水性材料層２４は柔軟性を優先しているが、前記後方領域２２
の高さ寸法Ｈ２を大きくしておくことにより、柔軟な後方領域２２を臀部の溝内に密着さ
せやすくなる。
【００６２】
前記高さの比は、Ｈ２／Ｈ１が１．１～１．５倍の範囲内であることが好ましい。１．５
倍を越えると、前方領域２１が膣口およびその周辺部に当たったときに、後方領域２２が
臀部に異物感を生じさせやすくなる。また、前記Ｈ１とＨ２は共に、５～２０ｍｍの範囲
内であることが好ましい。５ｍｍ未満であると、下着の緊迫力が弱い場合に、隆起部２０
の表面と身体との間に隙間を生じるおそれがあり、前記２０ｍｍを越えると、隆起部２０
の表面が身体に密着したときの圧力により隆起部２０に皺や歪みが生じ、隆起部２０の表
面と身体との間に、前記皺や歪による隙間を生じやすい。
【００６３】
前記のように隆起部２０の前方領域２１は液吸収速度を優先し、後方領域２２は柔軟性を
優先している。前記前方領域２１と後方領域２２の柔軟性および液吸収速度に関する特性
の好ましい値は以下の通りである。
【００６４】
以下において、乾燥状態とは、ＪＩＳ　Ｐ８１１１の「調湿及び試験のための標準状態」
の規定に基づいて、温度２０±２℃、相対湿度６５±２％の雰囲気中に生理用ナプキンを
３０分以上放置した状態を意味する。
【００６５】
前記生理用ナプキン１では、隆起部２０の前方領域２１と後方領域２２を同じ圧力で押圧
したときに、後方領域２２の沈み量が前方領域２１の沈み量よりも大きい。すなわち後方
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領域２２の圧縮率が前方領域２１よりも高くなっている。
【００６６】
乾燥状態において、前方領域２１の表面全域に平板を載せて前記平板に荷重を与えて前方
領域２１に３．４３ｋＰａの圧力を与えたとき、同様にして後方領域２２に３．４３ｋＰ
ａの圧力を与えたときに、前記前方領域２１の前記圧力下での沈み量は３ｍｍ以上である
ことが好ましく、さらに５ｍｍ以上であることが好ましく、また前記後方領域２２の前記
圧力下での沈み量は５ｍｍ以上であることが好ましく、さらに好ましくは１０ｍｍ以上で
ある。
【００６７】
前記沈み量の範囲内で、前方領域２１と後方領域２２に前記沈み量の差を設けると、前方
領域２１が膣口およびその周辺の凹凸に追従して変形し確実に密着でき、さらに後方領域
２２が臀部の溝内に入り込めるように柔軟に変形できる。
【００６８】
また、湿潤状態での圧縮後の回復率（圧縮弾性率）も、前方領域２１よりも後方領域２２
の方が高い。
【００６９】
ここで、湿潤状態とは、隆起部２０の表面に、グリセリン１０質量％、カルボキシメチル
セルロースを１質量％、残りを蒸留水で形成した模擬体液を１０ｃｃ／分の供給速度で１
０ｃｃ与え、前記模擬体液を与えた後１分経過後の状態を意味する。
【００７０】
前記回復率の測定では、まず湿潤状態の前記前方領域２１の前記高さ寸法Ｈ１を測定する
。そしてその直後に前方領域２１の全域を覆う平板に過重を与え、３．４３ｋＰａの圧力
を１時間与える。そして、前記圧力を除去した後の１分経過後の前記前方領域２１の前記
高さ寸法Ｈ１′を測定し、Ｈ１′／Ｈ１×１００％を圧縮回復率とする。後方領域２２も
同様にして前記圧縮回復率を測定する。また乾燥状態においても、前記圧縮回復率を測定
する。
【００７１】
前記生理用ナプキン１では、前方領域２１と後方領域２２の双方において乾燥状態での前
記圧縮回復率が６０％以上であることが好ましく、さらに好ましくは７０％以上である。
また前記模擬体液を与えた湿潤状態での圧縮回復率は、５０％以上であることが好ましく
、さらに好ましくは６０％以上である。
【００７２】
圧縮回復率が前記数値未満であると、隆起部２０が身体の凹凸形状に追従して変形しにく
くなり、特に後方領域２２が臀部の溝の形状に追従して変形しにくくなる。
【００７３】
また、前記隆起部２０のこわさ（ stiffness）は、隆起部２０の全体においてその差が少
ないことが好ましい。テーパこわさ試験機に、乾燥状態の生理用ナプキン１の前記隆起部
２０が形成されている領域の前端部と後端部を挟持し、ＪＩＳ　Ｐ８１２５に基づいて測
定したこわさが０．５～４．０ｍＮ・ｍの範囲内であることが好ましく、さらには１．５
～４．０ｍＮ・ｍの範囲内であることが好ましい。また、前記テーパこわさ試験機によっ
て、乾燥状態のナプキンの隆起部２０の前記後方領域２２のみを挟持して測定したときの
こわさに対して、前記前方領域２１のみを測定したときのこわさが、１．０倍を越え、２
．０倍以下であることが好ましく、さらに好ましくは１．５倍以下である。また前方領域
２１のこわさは、１．８～４．０ｍＮ・ｍの範囲が好ましく、後方領域２２のこわさは１
．５～４．０ｍＮ・ｍの範囲であることが好ましい。
【００７４】
隆起部２０のこわさが前記範囲内であり、また前方領域２１と後方領域２２とのこわさの
差が前記範囲内であると、装着中の生理用ナプキン１が隆起部２０の部分でＶ字形状に折
り曲がって、折り曲がり境界部分が身体から離れるのを有効に防止できる。
【００７５】
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次に、前記前方領域２１と後方領域２２との液の吸収速度であるが、前記模擬体液３ｃｃ
を、９０ｃｃ／分の供給速度で与えたときの前記模擬体液の吸収速度は、前方領域２１に
おいて１０秒以下であり、後方領域２２において６０秒以下であることが好ましい。また
前方領域２１での吸収速度と後方領域２２での吸収速度の差が１０秒以上で５０秒以下で
あることが好ましい。
【００７６】
前記前方領域２１の吸収速度が前記１０秒以下であれば、膣口から排出される経血を前方
領域２１ですばやく吸収することができ、後方領域２２へ流れる経血を最少にでき、また
後方領域２２の吸収速度が前記６０秒以下であり、前方領域２１と後方領域２２での吸収
速度の差を前記範囲内にすれば、後方へ流れた経血を後方領域２２で留めることができ、
隆起部２０から後方への経血の漏れを最少にできる。
【００７７】
図４と図５は本発明の第２の実施の形態の生理用ナプキン１Ａおよび第３の実施の形態の
生理用ナプキン１Ｂを示すものであり、図３と同様に生理用ナプキンを中心線Ｏの部分で
切断した断面図である。図４と図５において図３と同じ構造の部分には同じ符号を付して
その説明を省略する。
【００７８】
図４に示す第２の実施の形態の生理用ナプキン１Ａは、隆起部２０Ａの前方領域２１に、
図３に示したのと同じ第１の親水性材料層２３が設けられ、後方領域２２に、図３に示し
たのと同じ第２の親水性材料層２４が設けられている。ただし図４に示す生理用ナプキン
１Ａでは、周辺領域１７ａの表面から隆起部２０Ａの表面までの高さ寸法が、前方領域２
１と後方領域２２において同じである。
【００７９】
隆起部２０の特性および前方領域２１と後方領域２２の特性は、図３に示した第１の実施
の形態と同じである。すなわち、前方領域２１では液吸収速度が速く、後方領域２２では
、臀部の溝に応じて変形しやすいように柔軟な性質を有している。
【００８０】
図５に示す第３の実施の形態の生理用ナプキン１Ｂでは、隆起部２０Ｂの前方領域２１と
後方領域２２に高さ寸法の差が設けられており、周辺領域１７ａの表面から前方領域２１
の表面までの高さ寸法Ｈ１、および周辺領域１７ａの表面から後方領域２２の表面までの
高さ寸法Ｈ２の最適値などは、図３に示した実施の形態と同じである。
【００８１】
ただし、第３の実施の形態では、隆起部２０Ｂに、前方領域２１と後方領域２２にわたっ
て延びる第３の親水性材料層３１が設けられ、後方領域２２においては、前記第３の親水
性材料層３１の上に第４の親水性材料層３２が載せられている。第３の親水性材料層３１
および第４の親水性材料層３２は、前記第１の親水性材料層２３および第２の親水性材料
層２４と同種の構造である。第３の親水性材料層３１に比べて、第４の親水性材料層３２
が圧縮時の沈み量が大きい柔軟な構造とされており、その結果、図５に示す隆起部２０Ｂ
の前方領域２１と後方領域２２の特性が図３に示した実施の形態と同じものとなっている
。
【００８２】
なお、前記各実施の形態において、前記隆起部２０，２０Ａ，２０Ｂと防漏壁１５，１６
との関係としては、防漏壁１５，１６の後端部１５ｂ，１６ｂが、隆起部２０，２０Ａ，
２０Ｂの後端部２８よりも後方に位置していることが好ましく、さらには防漏壁１５，１
６の後端部１５ｂ，１６ｂが、隆起部の後端部２８よりも少なくとも４０ｍｍ後方に位置
していることが好ましい。
【００８３】
このように構成していると、万一経血が隆起部の後端部２８から後方へ漏れ出たとしても
、前記防漏壁１５，１６によって経血が側方へ漏れ出るのを防止できる。
【００８４】
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なお、防漏壁１５，１６の前端部１５ａ，１６ａは、隆起部２０，２０Ａ，２０Ｂの前端
部２７の前方に位置していても後方に位置していてもよいが、前記前端部１５ａ，１６ａ
は、前記前端部２７よりも後方へ４０ｍｍ以上離れていないことが好ましい。前記防漏壁
１５，１６の前端部１５ａ，１６ａが前記前端部２７よりも後方へ４０ｍｍを越えて位置
すると、隆起部に沿って後方へ流れようとする経血が左右両側方へ横漏れするのを防止し
にくくなる。
【００８５】
【実施例】
＜実施例＞
図１ないし図３に示す構造の生理用ナプキン１を以下の如く製造した。
裏面シート１１：坪量２５ｇ／ｍ 2のポリエチレンフィルム、
表面シート１２：親水処理されたＰＥとＰＥＴとの複合合成繊維でエアースルー方式で形
成した目付けが２０ｇ／ｍ 2の液透過性の不織布、
吸収層１３：目付け４００ｇ／ｍ 2の粉砕パルプと、目付け１０ｇ／ｍ 2のＳＡＰ（高吸収
性ポリマー）との混合物、
第１の親水性繊維層２３：ＰＥとＰＰとの複合合成繊維を、繊維間を融着させることなく
積層した繊維ウエッブで、目付けが６０ｇ／ｍ 2で、且つ密度が、０．０５ｇ／ｃｍ 3のも
の、
第２の親水性繊維層２４：前記第１の親水性繊維層と同じ繊維ウエッブの密度を低くした
もので、目付けが６０ｇ／ｍ 2、密度０．００９ｇ／ｃｍ 3のもの、
【００８６】
（寸法）
縦方向の全長Ｌ０＝３００ｍｍ、隆起部２０の縦方向の全長Ｌ１＝１８０ｍｍ、前方領域
２１の長さ寸法Ｌ２＝１００ｍｍ、後方領域２２の長さ寸法Ｌ３＝８０ｍｍ、前縁部２か
ら隆起部２０の前端部２７までの長さ寸法Ｌ４＝５０ｍｍ、隆起部２０の後端部２８から
後縁部３までの長さ寸法Ｌ５＝７０ｍｍとした。
また、隆起部２０の幅寸法Ｗ１を３０ｍｍとし、隆起部２０の前方領域２１の高さ寸法Ｈ
１を５ｍｍ、後方領域２２の高さ寸法Ｈ２を８ｍｍとした。
【００８７】
＜比較例＞
（１）比較例１
図６（Ａ）に示すもので、全長が３００ｍｍの生理用ナプキンの構造は前記実施例と同じ
であり、隆起部を形成する第１の親水性材料層２３と第２の親水性材料層２４を除去した
ものを用いた。
【００８８】
（２）比較例２
図６（Ｂ）に示すもので、前記比較例１の吸収層１３の表面の全域に、前記実施例の第１
の親水性材料層２３と同じ繊維を積層した繊維ウエッブを設置した。前記繊維ウエッブの
目付けを６０ｇ／ｍ 2、密度を０．０５ｇ／ｃｍ 3とした。
【００８９】
（３）比較例３
図７（Ａ）に示すもので、前記比較例１の吸収層１３の上に、粉砕パルプを目付け３００
ｇ／ｍ 2で設置し、生理用ナプキンの前縁から５０ｍｍ後退した位置に長さ１００ｍｍの
隆起部を形成した。前記隆起部の高さを８ｍｍとし、幅寸法を３０ｍｍとした。
【００９０】
（４）比較例４
図７（Ｂ）に示すものであり、前記比較例３と同じ寸法の隆起部を、実施例と同じ目付け
６０ｇ／ｍ 2の第１の親水性材料層２３と同じ繊維ウエッブにより形成した。
【００９１】
（５）比較例５
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図８（Ａ）に示すように、図６（Ａ）に示した比較例１と同じ生理用ナプキンの後縁部か
ら７０ｍｍの範囲内に、実施例の第１の親水性材料層２３と同じ繊維ウエッブによって、
高さ８ｍｍの隆起部を形成した。前記隆起部の幅寸法を３０ｍｍとし、前記繊維ウエッブ
の目付けを６０ｇ／ｍ 2とした。
【００９２】
（６）比較例６
図８（Ｂ）に示すもので、前記比較例５の後方の隆起部の前端部から８０ｍｍ前方に距離
を開けた位置に、前後の長さ寸法が１００ｍｍの隆起部を、前記後方の隆起部と同じ幅寸
法で同じ高さで、同じ目付けで形成した。
【００９３】
＜比較＞
測定箇所は、実施例と比較例の全てにおいて、生理用ナプキンの前端から５０ｍｍ後方の
位置を起点として後方へ１００ｍｍの範囲（実施例の長さＬ２の前方領域２１が存在して
いる領域と同じ領域）をＡエリアとし、生理用ナプキンの前端から１５０ｍｍ後方の位置
を起点として後方へ８０ｍｍの領域（実施例の長さＬ３の前方領域２２が存在している領
域と同じ領域）をＢエリアとした。
【００９４】
前記ＡエリアとＢエリアに、前述のように３．４３ｋＰａの圧力を与えたときの沈み量を
測定し、さらにＡエリアとＢエリアに対してこわさ試験機によるこわさ測定を行った。
【００９５】
また、さらに２０名の女性モニタのそれぞれに、実施例および比較例の生理用ナプキンを
５～８時間装着させて、その装着感触について報告させた。
【００９６】
膣口から臀部の溝までにナプキン表面が確実に密着しているか否かをフィット性として評
価させ、前記フィット性および異物感、体を動かしたときのフィット感の変化などの総合
的評価を装着感として評価させた。
【００９７】
モニタの８割以上が好ましいと答えたものを「○」、モニタの８割以上が好ましくないと
答えたものを「×」、それ以外をどちらとも言えないものとして「△」で示した。
結果を以下の表１に示す
【００９８】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００９９】
前記比較結果のように、Ａエリアの圧縮沈み量が３ｍｍ以上でＢエリアの圧縮沈み量が５
ｍｍ以上であり、ＡエリアとＢエリアの双方のこわさが１．５ｍＮ・ｍ以上であると、フ
ィット性および使用感が改善されることが解る。
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【０１００】
【発明の効果】
以上のように本発明の生理用ナプキンでは、膣口および臀部にかけて確実にフィットする
ことができ、膣口から排出された経血が生理用ナプキンの後方から漏れ出るのを有効に防
止することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の生理用ナプキンを示す平面図、
【図２】図１のＩＩ－ＩＩ線の横断面図、
【図３】図１のＩＩＩ－ＩＩＩ線の縦断面図、
【図４】第２の実施の形態の生理用ナプキンを示す図３に相当する断面図、
【図５】第３の実施の形態の生理用ナプキンを示す図３に相当する断面図、
【図６】（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）は比較例の生理用ナプキンの断面図、
【図７】（Ａ）（Ｂ）は比較例の生理用ナプキンの断面図、
【図８】（Ａ）（Ｂ）は比較例の生理用ナプキンの断面図、
【符号の説明】
１，１Ａ，１Ｂ　生理用ナプキン
１１　裏面シート
１２　表面シート
１３　吸収層
１５，１６　防漏壁
１７　受液領域
２０，２０Ａ，２０Ｂ　隆起部
２１　前方領域
２２　後方領域
２３　第１の親水性材料層
２４　第２の親水性材料層
２５　圧搾溝
３１　第３の親水性材料層
３２　第４の親水性材料層
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

(15) JP 3922895 B2 2007.5.30



【 図 ８ 】
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